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新年度の今期も、よろしくお願いします。 

卯月(4 月)となって厳冬だった季節もいよいよ春本番へと
歩を進めていますが、その春容の主役はやはり 桜です。 
開花から満開へそして花吹雪から葉桜へ、と短期間に変

容するその様には毎年のように翻弄されてしまいますが、今号
では、花どころ長谷が誇る「山桜」を、特に強い思いで愛でて
おられるお二方に語っていただきました。 

「柴北川を愛する会」も我々共助研も、この長谷の「山
桜」の咲き誇りぶりを確認することから、新しい年度の活動が
始まります。そして今期も、大家さんのご好意をいただいて
「来ちみなぁハウス」での活動を続けることとしました。 

これまで約２年間、地域と都市との交流活動を紹介して
きた「来ちみなぁ」通信も、15 号となりました。今期は「新・な
がたに探検隊」の活動も予定しており、引き続きハウスを拠
点とするこれらの活動を通信していきます。今期もよろしくお
願いします。                    (波木健一)  

「来ちみなぁ」は、柴北上の県道から北に入った山際にある「来ちみなぁハ

ウス」（和洋室 5室、ダイニングキッチン、バス、トイレ付住宅）での活動を

紹介する通信です。        発行：「来ちみなぁハウス」店子グループ 

 

「私のコダワリ」トーク 第６回の予告 
●次回は、黒松にある「はなれ古舎」店主の高野知則さん

にトークしていただく予定です。 

●時期は５月 26日（土）あたりで。そろそろ田植えなど

で忙しい時期となりますが、地元の若い人のお話を聞く

貴重な機会です。皆さんのご参加をお待ちしています。 

「来ちみなぁ」伝言板 

山桜に関心を持つようになったきっかけは、やはり平成 21年

秋の山桜調査と次の春の開花時調査を共助研メンバーの一

人として実施したことです。 

これらの経験の後では、この時期になると、 

あちこちでの山桜に気が付くようになり、楽しみ 

が増えました。例えば、長谷以外では、糸島 

の天ヶ岳や火山中腹の山桜群、糸島市二条 

町松国の大山桜、出身地への帰路の各所の 

ある山桜等々です。 

それでも山桜と言えば、私には「長谷の山桜」です。 

フランクル
１）
は、“人生において実現すべき意味は「創造価

値」「体験価値」「態度価値」の三つの領域に区分される”と言

っていますが、山桜探訪は、大袈裟ですが「体験価値」の他、

未だあまり気付かれていない美しさを発見するという意味合い

での「創造価値」も含まれているのではと思えます。 

10年先、30年先、50年先、100年先、さらにその先、そ

の美しさがそれらを探訪・鑑賞した人々に、生きている価値への

ヒントを提供し続けるでしょう。   （共助研 木寺佐和記） 

１）フランクル：「夜と霧」等の著作で有名な精神科医、心理学者 

 

やっと暖かくなりました。今年の冬は寒かったぁ～と思ったの

は、私だけではないでしょう。 

昨年は 7 月豪雨と台風 18 号とで集落の農道、水路は

甚大な被害を蒙りました。交付金事業等による共同作業で

ほぼ復旧はしましたが、まだ完全ではありません。田植えに

間に合うように、GW 期間中に行う作業の工程や内容を目

下思案・検討中です。 

そんな中、「柴北川を愛する会」会員でも 

ない下名に「桜」をテーマにと執筆依頼が。 

はて、退職して丸 3年、百姓 4年生に 

なります。百姓を百笑と言える農業に、皆が 

やりたがる農業に、長谷で農業で食っていける 

には等々、日々黙考中。退職後は細やかな 

年金と僅かな農業収入で仙人のように静かに暮らしたいと

考えていましたが、甘かったです。 

さて、桜でしたねえ・・春と言えば桜、桜は私のような無粋

者でも花を愛でる気持ちにさせてくれます。小学校校庭の桜

も趣がありますが、やはり我が栗ケ畑の桜が・・・。 

県道から地区に入ると先ずはお仮屋に十数本、道なりに

進めば栗ケ畑神社に数本、更に進めば市道沿いに桜並木

が続きます。そして山裾には山桜群が咲き誇り・・・。 

この山桜、尊敬と親しみを込めて「奥の院桜」と、ひとは呼

んでいます。下草刈り時に山桜だけ残してくれた先人も、きっ

と桜に心惹かれたのでしょう。 

あなたは、桜に、どんな思い入れがありますか？ 

咲き誇れ 奥の院こそ やま桜 （奥の院坊） 

最後に、我が地区には、元気いっぱいな「シニアクラブ」、

いつも笑顔の「婦人会」、進んで動く「青年会」、そして「農

地保全会」「中山間集落協定」の 3 団体、2 交付金事業

団体があります。各団体が年間地区行事や共同作業に積

極的に参加協力して地区を盛り上げています。我が集落、

捨てたもんじゃぁありません！ 

原稿執筆時(3/15)には、まだ桜は開花していませんが。 

（栗ケ畑自治委員 阿南博文） 

 

（陽光に映える山桜） 

（3 月 29 日・渡邊雪法撮影） 

今年も見事に咲きました！「奥の院桜」 


